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心配ごと相談

法律相談

総　　合　　相　　談

知的障害者（児）相談

福祉相談

秘密厳守
日時　毎週火曜日
　　　13時～16時
場所　福祉しあわせセンター

◎法律相談をご希望の方は、事前
に心配ごと相談をお受けください。

弁護士により月１回、実施します。
成年後見制度のご相談も

お受けします。

日時　２月３日・17日（水）
　　　13時30分～16時
場所　福祉しあわせセンター
民生委員・児童委員が

ご相談をお受けします。

子育て相談
日時　２月22日（月）
　　　13時30分～16時
場所　福祉しあわせセンター
主任児童委員が

ご相談をお受けします。

日時　第２土曜日
　　　10時～11時30分
場所　石ヶ池パークセンター

　社会福祉協議会には、社会福祉士・介護福祉士・看護師・保健師・ケアマネージャーなど資格を持つ福
祉の専門職がいます。介護や福祉のことなどでお困りのこと、お悩みがありましたらご相談ください。
　日時　月～土曜日の午前９時～午後５時　　場所　播磨町福祉しあわせセンター
　　※電話でのご相談にも応じます。【地域包括支援センター☎０７９―４３５－１８４１】

日時　２月４日（木）・20日（土）
　　　10時～12時
場所　播磨町福祉会館

困りごと相談

秘密厳守
日時　２月25日（木）
　　　13時～15時
場所　福祉しあわせセンター
播磨町人権擁護委員が

ご相談をお受けします。

日　時　２月20日（土）
　　　　13時30分～15時30分
場　所　福祉しあわせセンター
内　容　講演会

認知症家族の会

このページに関する問合せは
播磨町社会福祉協議会
TEL.079-435-1712

　今年度最後の養成講座です。終了後は、地域の介護施設などでボランティア活動を
実践中です。資格や準備は全く要りません。是非ご参加ください！

　　◇講座内容：全４回　13：30～15：30
　　　　①２月 ３日（水）・ボランティア活動の基本　・播磨町の介護保険の現状
　　　　②２月10日（水）・認知症の理解と支援（※認知症サポーター養成講座と共通）

　　　　③２月17日（水）・基礎介護技術～外出、移動の支援～
　　　　④２月24日（水）・ボランティア活動の実践を聴く
　　◇場　　所：播磨町福祉しあわせセンター
　　◇募集人数：20名程度　　　　◇費　　用：無料
　　◇申 込 み：１月29日（金）までに下記までお申込み下さい。

播磨町地域包括支援センター　☎０７９（４３５）１８４１

介護支援ボランティア養成講座・冬コース
参加者募集

地域包括支援センターは
　地域で暮らす高齢者のみなさんがいつまでも健やかに、住みな
れた地域で生活できることを目指して、介護、福祉、健康、医療
など様々な面から総合的に支えるために設置された機関です。 
播磨町より社会福祉協議会が受託し、運営しています。
　主任ケアマネージャー、社会福祉士、保健師などがそれぞれ専
門分野の仕事を行うだけでなく、連携をとりながら、高齢者の方
やそのご家族の介護に関する相談や心配ごと、悩み、それ以外に
も健康や福祉、医療や生活に関することなど総合的に高齢者の支
援を行っていきます。

毎週火曜日、介護支援ボランティア
の皆さんの運営によるつどいカフェ
が福祉会館で開いています。名前の
とおり、どなたでも自由に利用でき、
つどいの場です。100円を持って、お
茶を飲みに来てください。

つどいカフェ OPEN

　「高齢者宅を訪問したところ、見慣れない商品
がたくさんあり、本人に確認しても覚えがないと
いう」など、悪質商法による被害は後を絶ちませ
ん。判断能力に不安のある高齢者や障害者の方を
消費者被害から守るためには、身近にいる家族や
近隣の住民、サービス事業者など、見守る人々の
協力が必要不可欠です。
　そこで、最近の悪質商法の手口や被害の早期発
見のポイント、また被害にあったときの対処法な
ど、具体的な事例に基づいてお話いただきます。

【講　演】
『高齢者や障害者を消費者被害から守るために』
　　　　　講師：佐藤健宗法律事務所　
　　　　　　　　弁護士　三好 登志行 氏
【日　時】平成28年３月１日（火）
　　　　　13：30～15：30
【場　所】播磨町福祉しあわせセンター　３階
【参加費】無　料　
【問合せ】権利擁護まちづくり委員会
　　　　　事務局：播磨町社会福祉協議会
　　　　　☎０７９－４３５－１７１２

　社会福祉協議会では、ゆうあい園の職員を募集
しています。

１．職　　種　　指導員
２．業務内容　　「就労継続支援B」事業での利

用者の作業および生活面での支援および指導
３．必要な資格　在宅福祉に関心があり、障害者

福祉に熱意を持って取り組んでいただける方
４．勤務形態　　月曜日～金曜日のうち、３～４

日（月単位の勤務表に基づく）
　　８：30～15：30
５．給　　与　　850円／１時間
　　その他雇用条件は当社の規程に基づく
問合せ・申込み
　　播磨町社会福祉協議会
　　　　 ☎０７９－４３５－１７１２

権利擁護まちづくり講演会 ゆうあい園
パート職員募集
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●福祉のために
（敬称略）
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●今月の払出状況
子どものいない老人誕生祝い
要 援 護 世 帯 米 代

金　額

寄付者ご芳名
（所得税法第78条第2項第3号該当　法人税法第37条第2項及び第3項第3号該当）

あたたかい善意ありがとうございました。
（平成27年12月12日～平成28年1月11日）
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歳末たすけあい運動

　ガールスカウト第26団のみなさんが、昨年12月６日と13
日の２回にわたり歳末たすけあいの街頭募金を実施してくだ
さいました。
　今回も団員が手分けして、ＪＲ土山駅、イトーヨーカドー
明石店・加古川店、コープはりまで実施し、集まった募金を

届けてくれました。
　寒い中、募金活動を行なってくださっ
た団員の皆さん、そして、募金にご協
力くださった多くの皆さん、本当に
ありがとうございました。

やさしい気持ちをありがとう

今年は、募金をしてくださった方にはお礼として団員の皆さんの手作りのきれい
な和紙でできた箸置きを渡されたそうです！

●誰がつくるの？
ご近所同士の住民が数名集まって行います。

●何をするの？
支援を必要としている人（ひとり暮らしの方、介護
が必要な方など）や気になる方（もしかしたら支援
を必要としている方）について、その方の困りごと
や思いなどを拡大した住宅地図に書きこんでいきま
す。さらに、参加者が知っている、その方と関わっ
ている人との「関わり合いの線」も引いていきます。
ここでの「関わり」とは、家を訪ねている、連れ合
っていきいきサロンに参加している、日頃からの支
え合いがある、などを指しています。

●目的は？
　これを通じ、困りごとや、地域に共通する課題を
見つけ、その解決方法をみんなで考え、日常的な支
援や活動につなげていくことを目指して行います。
地域での支え合い・助け合いの仕組みづくりを行う
ための一つの方法であると考えています。

民生委員のＳさん

娘さん 世話焼きさん

ささえあいマップ とは・・・
　「福祉」といえば、“サービス”が思い起こされます。介
護保険サービスや障害福祉サービス、子育て世帯に対する
サービス　等々。国・県・町といった「公」が充実を図り、
施策展開していますが、どこまで“公助”を推し進めても
十二分ということはありません。そこで求められてくるこ
とが、住民同士の支えあいである“共助”です。
　そこで、社会福祉協議会では、「支えあいが必要なのはわ
かるが、どうすればいいの？」といった住民の皆様の声を
もとに、皆さんと共に考え、実践していくために、《ささえ
あいマップ》を展開しています。

ご家族や福祉専門職の皆さんへ
権利擁護支援員がお手伝い

　介護保険制度や障害者総合支援法により福祉サービスが充実してきましたが、それだけで安心、安全
に暮らせるわけではありません。
　ご家族や介護支援専門員等の専門職の方が、「ちょっと気になる」「ちょっと心配」と思われることをお
手伝いします。

例えば
・「電気がつきっぱなしになっていない
か？」「郵便物がたまっていないか？」
などいつもと違いがないかそっと見守
る
・「おはようございます」や「今日はご
みの日ですよ」と声をかけながら、お
変わりないか様子を伺う

権利擁護支援員とは、播磨町権利擁護まち
づくり委員会が開催した養成講座を終了した方々
で、高齢者や障がい者の方が、いつまでも安心・
安全に暮らすことができるよう日常生活の相談に
のり、見守りを行う支援者のことです。

☆問合せ☆
播磨町権利擁護まちづくり委員会
　　（事務局：播磨町社会福祉協議会）
　　　加古郡播磨町南大中１丁目８番41号　
　　　　　　　播磨町福祉しあわせセンター内
電話（０７９）４３５－１７１２
E-mail ： info@harima-wel.or.jp

権利擁護まちづくり委員会

人材バンク

支援員

依頼

了承
依頼
相談

支援

担当支援員の通知

サービス提供 見守り・支援

情報の交換・共有

地域包括支援センター
居宅介護支援事業所
居宅サービス事業者
障害者相談支援事業所
障害サービス事業者
行政機関　　等々

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

☆問合せ☆ 社会福祉協議会
☎０７９－４３５－１７１２


